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ほ
た
る
の
湯
の
活
用
は

今村 桂子  議員

今
後
の
動
勢
を
み
て
検
討

　

「
ほ
た
る
の
湯
」
維
持
に
は
、

人
件
費
・
点
検
整
備
費
・
光
熱
水

費
が
か
か
り
ま
す
。
老
朽
化
等
に

よ
る
故
障
も
予
想
さ
れ
ま
す
。
近

隣
の
志
免
町
・
篠
栗
町
の
風
呂
は
、

休
憩
所
で
食
事
が
で
き
た
り
、
朝

市
が
あ
る
等
、
便
利
で
入
浴
料
金

も
安
い
で
す
。
入
浴
料
収
入
と
年

間
の
必
要
経
費
等
の
費
用
対
効
果

は
。
大
幅
赤
字
の
中
で
「
ほ
た
る

の
湯
」
運
営
継
続
は
。

千
人
程
度
で
、
ほ
た

る
の
湯
だ
け
で
９
０

０
万
円
ほ
ど
の
収
益

を
出
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
光
熱
水

費
・
人
件
費
等
、
年

間
２
千
万
円
程
度
の

赤
字
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
費
用
対
効
果
の

面
で
、
廃
止
も
含
め
、

今
後
の
あ
り
方
を
担

当
部
局
に
検
討
さ
せ

ま
す
。

　

高
齢
化
が
進
み
、
国
保
や
介
護

保
険
料
も
増
加
し
て
い
ま
す
。
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
健
康
体
操
等

が
毎
日
継
続
し
て
行
え
る
場
。
血

圧
測
定
・
健
康
や
福
祉
の
相
談
が

で
き
る
場
。
一
日
を
楽
し
く
集
え

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
転
換
し
て
活
用
す

る
お
考
え
は
。

　
　

中
嶋
町
長

　

年
間
の
利
用
者
数
が
、
３
万
４
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福
祉消

防
水
利
施
設
の
整
備
は
十
分
か

　

消
防
団
は
、
町
の
非
常
備
の
消

防
機
関
で
あ
り
、
消
防
団
員
は
非

常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
あ

る
一
方
、
他
に
本
業
を
持
ち
な
が

ら
も
「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
で
守

る
」
郷
土
の
愛
護
の
精
神
に
基
づ

き
、
消
防
団
に
参
加
し
、
地
域
の

消
防
防
災
活
動
に
従
事
し
て
い
ま

す
。
日
頃
の
皆
さ
ま
の
活
動
に
感

謝
い
た
し
ま
す
。

　

消
防
団
の
大
き
な
役
割
の
一
つ

川
・
農
業
用
た
め
池

・
井
堰
等
の
自
然
水

利
に
つ
い
て
は
、
通

常
の
消
防
水
利
と
し

て
カ
ウ
ン
ト
し
て
い

ま
せ
ん
。

　

し
か
し
な
が
ら
、

火
災
が
発
生
し
た
場

合
に
、
現
場
の
状
況

に
応
じ
て
、
消
火
栓

や
防
火
水
槽
よ
り
も
、

河
川
等
の
自
然
水
利

が
消
火
活
動
に
優
位

に
、
火
災
時
の
消
火
活
動
が
あ
り

ま
す
。
消
火
活
動
に
最
も
必
要
な

の
が
消
防
水
利
施
設
で
す
。
町
長

に
お
尋
ね
し
ま
す
。
防
火
水
利
に

は
、
消
火
栓
、
防
火
水
槽
以
外
の

溜
池
・
河
川
・
プ
ー
ル
等
が
あ
り

ま
す
が
、
緊
急
時
に
使
用
は
可
能

で
す
か
。
ま
た
、
そ
の
た
め
の
整

備
は
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

　
　

中
嶋
町
長

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
以
外
の
河

松山 力弥  議員

現
状
で
は
足
り
て
い
る
と
考
え
る

防
災

　

ま
た
、
食
事
の
提
供
に
つ
い
て

は
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
オ
イ
コ
ス

は
一
体
で
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
、
オ
イ
コ
ス
で

は
「
Ｙ
Ｕ
Ｚ
Ｕ
Ｋ
Ａ
」
が
カ
レ
ー

ラ
イ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
一
日
を
楽
し
く
集
え
る

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場
と
し
て
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
転
換
し
て
活
用
す
る

こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ

う
に
、
共
同
施
設
と
し
て
捉
え
、

２
館
を
行
き
来
し
な
が
ら
住
民
の

方
々
に
ご
利
用
い
た
だ
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。

で
あ
る
と
き
は
、
給

水
が
可
能
で
あ
れ
ば

代
替
の
消
防
水
利
と

し
て
利
用
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
有
事
の
際

に
備
え
て
、
農
閑
期

に
お
い
て
も
、
農
区

の
ご
厚
意
に
よ
り
井

堰
を
揚
げ
て
水
を
常

時
溜
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
浄
水
場
・

貯
水
池
の
水
道
施
設

に
つ
い
て
は
、
飲
料

水
の
供
給
施
設
で
あ

る
た
め
、
衛
生
面
か
ら
も
消
防
水

利
と
し
て
の
想
定
は
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

今
後
、
緊
急
を
要
し
、
や
む
を

得
ず
水
道
施
設
か
ら
の
給
水
を
必

要
と
す
る
事
態
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
上
下
水
道
課
職
員
の
指
示

・
監
視
の
も
と
、
中
柱
田
貯
水
池

を
開
放
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
公
設
の
消
防
水
利
で

す
が
、
町
内
に
消
火
栓
３
７
２
基
、

防
火
水
槽
１
０
４
基
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
現
状
で
は
、
十
分
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、

各
行
政
区
か
ら
の
消
防
水
利
の
新

設
要
望
も
特
段
あ
り
ま
せ
ん
。
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